
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
糟屋郡久山町における 

ツマアカスズメバチ生息状況等緊急調査の結果について 

 

 

令和４年５月に福岡市東区及び糟屋郡久山町にて特定外来生物ツマアカスズメ

バチが確認されたことを受け、環境省九州地方環境事務所が緊急調査を実施した

結果、糟屋郡久山町においてツマアカスズメバチ１個体（オスバチ）が確認されまし

た。そのため、環境省九州地方環境事務所が糟屋郡久山町において追加調査を実

施しました。 

調査の結果、新たなツマアカスズメバチの個体は確認されませんでしたのでお知

らせします。 

 

※調査の詳細等のお問い合わせについては、以下までお願いします。 

 （問い合わせ先） 

  環境省九州地方環境事務所 野生生物課（担当：安藤） 

    電話：０９６－３２２－２４１３ 
 

担当課：福岡県環境部自然環境課 

電話：０９２－６４３－３３６７ 

内線：３４７２ 

担当：林、中村 

令和４年７月２０日 環境省・福岡県・久山町同時資料提供 

担当課：久山町町民生活課 

電話：０９２－９７６－１１１１ 

担当：井上、安川 



 

 

 

福岡県糟屋郡久山町における 

ツマアカスズメバチ生息状況等緊急調査の結果について【７月 20 日】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜福岡県、久山町同時発表＞ 

 

外来生物法に基づき特定外来生物に指定されているツマアカスズメバチが、令

和４年５月９日に福岡県福岡市東区及び久山町で確認されたことを受け、環境省

九州地方環境事務所では生息状況等調査を実施したところ、久山町にて 1 個体（オ

スバチ）が確認されました。そのため、久山町において追加調査を実施し、この

度、調査結果がとりまとまりましたので、お知らせいたします。 

調査の結果、ツマアカスズメバチの個体の確認はありませんでした。 

 

 

１．久山町におけるツマアカスズメバチの確認の経緯 

令和４年４月 28 日に福岡市東区、５月６日に久山町において、私有地内でスズ

メバチの個体（それぞれ１個体）が発見されました。専門家による種の同定の結

果、５月９日にいずれの個体もツマアカスズメバチの女王バチであることが確認

されました。その後、５月 19 日から６月６日にかけて実施した調査で、久山町に

おいて１個体（オスバチ）が新たに確認されました。 

 

 ※詳細については、報道発表資料を御参照ください。 

  令和４年５月９日（月）発表 

「福岡県福岡市におけるツマアカスズメバチの確認について」 

    http://kyushu.env.go.jp/pre_2022/post_158.html 

  令和４年５月 10 日（火）発表 

   「福岡県糟屋郡久山町におけるツマアカスズメバチの確認について」 

    http://kyushu.env.go.jp/pre_2022/5.html 

  令和４年６月８日（水）発表 

   「福岡県福岡市及び糟屋郡久山町におけるツマアカスズメバチ生息状況等緊

急調査の結果について」 

    https://kyushu.env.go.jp/pre_2022/68.html 

 

 

２．生息状況調査の概要 

久山町で１個体（オスバチ）が確認されたことを受けて、６月 29 日から７月 15

令和４年７月20日（水） 
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日にかけて、個体（オスバチ）の確認地点の周辺３km 圏内の緑地、樹林地等、ツ

マアカスズメバチの営巣の可能性がある場所に約 300 個のトラップを設置しまし

た。また、同期間中、同様の範囲において個体及び巣の目視調査を併せて行いまし

た。これらの調査の結果、新たなツマアカスズメバチの個体の確認はありません

でした。 

 

 

３．今後の対応 

ツマアカスズメバチは、高い繁殖力と分布拡大能力から、一旦定着すれば根絶

することは困難となるため、侵入監視により、早期発見、早期駆除することで定

着前に根絶を図ることが極めて重要です。そのため、環境省九州地方環境事務所

は、今回調査を実施した地点周辺において、本年秋に同様の調査を実施するとと

もに、個体や巣が確認された場合には速やかに駆除を行います。 

 

 

４．住民の皆様へ 

  ツマアカスズメバチは生態系等に悪影響を及ぼすおそれがあり、警戒が必要で

す。在来のオオスズメバチ等と比較して、特に人体に関わる被害が大きいことは

ありません。 

福岡市及び久山町で初めてツマアカスズメバチが確認された事例では、養蜂関

係者からの迅速な通報により、早期に対策を実施することができました。早期発

見、早期駆除のため、福岡県内においてツマアカスズメバチと疑われる個体や巣

を確認された場合は、福岡県自然環境課、福岡市環境調整課、久山町町民生活課、

または九州地方環境事務所までご連絡いただき、情報提供にご協力のほどよろし

くお願いします。 

 

 

５．情報提供のお願い 

九州地方に限らず、ツマアカスズメバチの定着が確認されている地域（韓国・

釜山港など）と往来のある港湾等においては、侵入のリスクがあります。 

地方自治体や駆除業者、養蜂業者の方々につきましては、ツマアカスズメバチ

と思われる個体が発見された場合には、管轄区域の環境省地方環境事務所にご連

絡ください。 

連絡先 URL：http://www.env.go.jp/region/index.html 

 

 

 

 

 


